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はじめに
これまで我々は EHT (Event Horizon Telescope) のために，電波干渉
計のイメージング法の開発を行ってきた．特にスパースモデリングが有
効であることを示し(図1)[1, 2, 3, 4, 5]，EHTのためにソフトウェアの開
発を行ってきた．
図 1: 超巨大ブラックホールいて座A*のモデル(左)，EHTによる撮像の
シミュレーション結果(右)．(K. Akiyama (NRAO, MIT))


















のため，電波干渉計の観測では一般的に M < N である．
画像を求めるためには上の式で得られた v から x を求める必要が


























ALMA のイメージングの難しい点は，M , N が非常に大きいことであ
る．通常の行列演算を使って (2)式を解決するのは計算量の点から難し
い．そこで，F を周波数空間の格子点上に移動させ (グリッディング)，






て導入した 1, TSV の値を決める必要がある．この目的のために，交
差検証法 (Cross Validation)を用いた．この手続きに関しても国立天文台
側で実装した．プログラムのインターフェースは python で書かれてい
て，電波干渉計のイメージングの標準ソフトである CASA (the Common
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